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芳賀・宇都宮ＬＲＴ事業のシンボルマークについて 

 

 

１ 基本的な考え方 

   シンボルマークの位置づけ 

  芳賀・宇都宮ＬＲＴのシンボルマークは，本事業に関わる全てを結びつける存在であり，

この事業を一目で訴求・周知を図ることができる「象徴」の役割を担うものとする。 

  使用の考え方 

 シンボルマークに係る著作権等の権利については，本市が代表して保有するものの，その

使用については，軌道整備事業者である本市と芳賀町，軌道運送事業者である宇都宮ライト

レール株式会社の３者が協定を結び，マークの位置づけを踏まえながら共同使用することと

する。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
２ シンボルマークのデザイン（図柄）について 

本デザインについては，「雷の稲光」とシンボルカラーである「黄

色」の使用はもとより，ＬＲＴ車両が前進する姿を連想させるマー

クの形状は，本事業が将来に向けて地域を牽引し「未来へ進む姿」

をイメージさせ，本事業を象徴する存在として最適であると考え，

シンボルマークとして決定する。 

※ 「第１５回ＬＲＴデザイン部会」を経た「第２６回芳賀・宇都宮

基幹公共交通検討委員会」での推奨案等については別紙２参照 

 

【参考】検討経過 

令和２年 ２月 第１５回 ＬＲＴデザイン部会 

      ・ マークを複数案作成し，その中からデザイン推奨案を選定 

       ６月 第２６回芳賀・宇都宮基幹公共交通検討委員会（書面開催，７／２１結果公表） 

        ・ ＬＲＴデザイン部会での選定結果を踏まえ，デザイン推奨案を選定 

 
 
 
  

〔デザイン作成の考え方〕 

・ デザイン（図柄）については，遠方からの「視認性」や混在する情報の中からの

「判別性」など，一般的にマークに求められる要素を前提に，次の①「象徴性」と②

「普遍性」を重視して作成 

  ① トータルデザインコンセプト「雷都を未来へ」のモチーフである「雷の稲光」

とシンボルカラーの「黄色」を用いた芳賀・宇都宮ＬＲＴ事業を連想できる「象

徴性」の高いデザイン（別紙１「トータルデザインについて」参照） 

  ② 芳賀・宇都宮地域をつなぐ公共交通を表現するものとして，長期間にわたり使

用できる永続性を持ち，すたれにくい「普遍性」を備えたデザイン 

令 和 ２ 年 ７ 月 ２ １ 日

建設部 ＬＲＴ企画課



２ 

３ 今後の展開イメージ等（別紙３参照） 

シンボルマークの掲出に当たっては，事業等を分かりやすく印象付けるため，事業名称等を

表す文字列とマークの一体的な表記を基本とする。 

 

（展開例） 

  ・ 停留場や車両など，関連する施設等にサイン表示と一体的に掲

示する。 

  ・ ＬＲＴ事業の情報を発信する際のアイコンとして，紙面やＷＥ

Ｂ等の様々な媒体で恒常的に使用する。 

  ・ 宇都宮ライトレール株式会社の制服に掲示し，ＬＲＴ運行に係

る組織・関係者であることを明示するほか，グッズ販売等に活用

する。 

   ※ シンボルマークの使用に当たっての基準等については，別途

定める。 

 

 

４ 今後のスケジュール 

  令和２年７月２２日～  ＬＲＴ車両デザイン・停留場サインデザイン等，各施設への掲示 

       ホームページ・広報紙等，各種媒体への掲出 

       宇都宮ライトレール株式会社の制服デザイン等への活用 

 

 

※ マーク単体での使用も

可 

※マーク単体での使用も可 

▼文字列との一体的な表記の例
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